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シンボルマーク 

毎
号

と
じ

こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
 き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

元気いっぱい．ノ 

久しぶりに雪が降りました。校庭一面に、ふワー 

と積つた新雪の中で、今日は全校生徒110名の、雪ま

つりの日です。 

「天まで届け、坪小タワー」づくり競争に続いて、 

低学年がそりに乗り、高学年力弓~っばる rウルトラ

ソリレース」では、ひつくり返る低学年を落して、 

空そりレースになるー幕主元 

降りしきる綿雪の中に、先生と生徒の踊る『ジェ

ンカ」の曲が、さわやかに響いていました。 

( ―野士平小学校） 
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シンボルマ-?

毎
回
巧
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。

元気いっぱい f

久しぶりに雪が降りました。校庭一面に、ふつー

と積った新雪の中で、今日は全校生徒110名の、雪ま

つりの日です。

r天まで届け、 I平小タワー Jづくり競争に続いて、

低学年がそりに乗り、高学年が引っぱる rウJレトラ

ソリレース J では、ひっくり返る低学年を落して、

空そりレースになる一幕も。

降りしきる綿雪の中に、先生と生徒の踊る rジ工

ンカJ の曲が、さわやかに響いていました。

(一野坪小学校)

;まま No.778 

人口と世帯
前月比

男 23.634 (-3) 
女 26.294 ¥ (ー 1) 
計 49.928 i (-4) 
世帯数 16，587 (-4) 

( 1月31日現夜住民基本台帳)

発行五所川原市役所/編集企画調整課〒037五所川原市字岩木町12番地雷(代)35-2111番
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平成 5年 3 月1日 

出
か
せ
ぎ
に
行
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
 

藻
川
小

四
年
 
川
 
浪
 

大
 
輔
 

着
が
え
が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
た
カ
パ
ン
を
持
っ
て
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、
く
つ
を
は
い
た
。
 

ぼ
く
は
、
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
服
を
引
っ
ぱ
っ
て
 

「
い
ぐ
な
あ
。」
と
言
った
。
 

「心
配
す
る
な
。」
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
答
え
た
。
 

車
に
乗
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
行
っ
て
し
ま
う
。
 

ぽ
く
は
手
を
ふ
っ
た
。
 

い
っ
ぱ
い
、
い
っ
ぱ
い
、
手
を
ふ
っ
た
。
 

車
は
見
え
な
く
な
っ
た
。
 

このヒモ
下さいね」 謡競雪望載て 

（
平
成
三年
度
当
市
の
冬
型
出
稼
ぎ
者
は
ニ
千
一
一
一
百
九

＋
 

四
人
、
県
全
体
の
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。）
 

い
ま
し
た
。
 

初
日
の
中
川
地
区
で
は
、
息
子

さ
ん
夫
婦
が
出
稼
ぎ
に
行
き
、
小

学
生
の
お
孫
さ
ん
と
留
守
を
守
る

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
訪
ね
、
ガ
ス
台

の
ま
わ
り
、
外
の
ガ
ス
ボ
ン
べ
の

状
態
な
ど
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
 

各
地
区
毎
に
、
十
数
人
駐
在
し

て
い
る
世
話
人
に
よ
る
と
、
毎
年

圧
倒
的
に
多
い
 
「屋
根
の
雪
お
ろ

し
」
相
談
は
、
今
年
は
ゼ
ロ
と
の

こ
と
で
し
た
。
 

◇
扇
ョ
●
戸
じ
ま
り

・
火
の
用
心
 

ど
う
し

て
い
ま
す
か
」
 

出
稼
き
留
守
家

庭
巡
回
相
談
 

二
月
十
六
日
か
ら
二
十
二
日
ま

で
、
市
の
消
防
署
員
と
、
地
区
の

世
話
人
が
市
内
十
地
区
の
、主
に
、
 

お
年
寄
り
や
、
女
性
、
子
供
が
留

守
を
預
る
家
庭
の
巡
回
相
談
を
行
 

ど

」
で働
く
の
か
な
。
 

安
全
な
と
こ
ろ
か
な
。
 

き
け
ん
な
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
と
い
い
な
。
 

家
に
入
る
と
き
、
こ
う
考
え
た
。
 

（
留
守
を守
る
子
供
達
の
作
文
集
「津
軽
っ
子
」
第
ニ
十
ニ
号
よ
り
）
 

 

、、二 

 

 

一日一日、 日が長くなってきました。 

雪どけが始まる頃、みなさん帰ってき

ます。 野に山に、耕転機の音がこだま

するのも、 もう、すぐです。 

r
 

戸
 

一 日一 口、日 が長く な ってきまし た。

雪どけ が始ま る頃、みなさん帰って き

ます。野に山に、耕転機の音がこだま

す るのも、もう、すぐです。

〈
〉
「

雪

戸
じ
ま
り
火
の
用
心

ど
う
し
て
い
ま
す
か
」

市
出
稼
ぎ
留
守
家
庭
一巡
回
相
談
出
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出
か
せ
ぎ
に
行
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん

藻
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E
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着
が
え
が
た
く
さ
ん
つ
ま

っ
た
カ
バ

ン
を
持

っ
て

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、
く
つ
を
は
い
た
。

ぼ
く
は
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
服
を
引

っ
ぱ
っ
て

「
い
ぐ
な
あ
。」
と
言
っ
た
。

「
心
配
す
る
な
。」
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
答
え
た
。

車
に
乗
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
行
っ
て
し
ま
う
。

ぽ
く
は
手
を
ふ
っ
た
。

い
っ
ぱ
い
、
い
っ
ぱ
い
、
手
を
ふ
っ
た
。

車
は
見
え
な
く
な
っ
た
。

ど
こ
で
働
く
の
か
な
。

安
全
な
と
こ
ろ
か
な
。

き
け
ん
な
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
と
い
い
な
。

家
に
入
る
と
き
、
こ
う
考
え
た
。

(留
守
を
守
る
子
供
達
の
作
文
集
「
津
軽
つ
子
」
第
二
十
二
号
よ
り
)
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輔

一一
月
十
六
日
か
ら
二
十
二
日
ま

で
、
市
の
消
防
署
員
と
、
地
区
の

世
話
人
が
市
内
十
地
区
の
、
主
に
、

お
年
寄
り
ゃ
、
女
性
、
子
供
が
留

守
を
預
る
家
庭
の
巡
回
相
談
を
行

い
ま
し
た
。

初
日
の
中
川
地
区
で
は
、
息
子

さ
ん
夫
婦
が
出
穣
ぎ
に
行
き
、
小

学
生
の
お
孫
さ
ん
と
留
守
を
守
る

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
訪
ね
、
ガ
ス
台

の
ま
わ
り
、
外
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の

状
態
な
ど
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

各
地
区
毎
に
、
十
数
人
駐
在
し

て
い
る
世
話
人
に
よ
る
と
、
毎
年

圧
倒
的
に
多
い
「
屋
根
の
雪
お
ろ

し
」
相
談
は
、
今
年
は
ゼ
ロ
と
の

こ
と
で
し
た
。

モ

ね
ヒ
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さ
こ
下、て

、h
J

t
u

か
離

す

と
で
つ

い
ず

熱は
も

ソ
物

ト
窪

ン
洗

工
も

(平
成
三
年
度
当
市
の
冬
型
出
稼
ぎ
者
は
二
千
三
百
九
十

四
人
、
県
全
体
の
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。)
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◇
「
み
な
さ
ん
、元
気
で
働
い
て
い
ま
す
」
 

市
長
、
出
稼
ぎ
者
激
励
と
企
業
誘
致

で
関
東
地
区
の
会
社
を
訪
間
 

佐
々
木
市
長
は
、
 一
月
二
十
日

か
ら
三
日
間
の
日
程
で
、秦
野
市
、
 

天
音
市
な
ど
、
四
ケ
所
の
出
稼
ぎ

先
を
激
励
訪
問
、
季
節
従
業
員
と

懇
談
、
併
せ
て
、
会
社
に
対
し
て

は
、
五
所
川
原
市
に
工
場
進
出
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
要
望
し
ま
 
 

し
た
。
 

懇
談
会
で
は
、季
節
従
業
員
の
み

な
さ
ん
が
、ふ
る
さ
と
を
心
配
し
、
 

雪
の
様
子
な
ど
を
聞
い
て
い
ま
し

た
。
 

佐
々
木
市
長
は
、
今
年
は
例
年

に
な
く
雪
が
少
な
い
こ
と
や
、今
、
 
 

市
が
目
ざ
し
て
い
る
構
想
な
ど
を

話
し
、「ど
う
か
、
体
を
大
事
に
が

ん
ば
っ
て
下
さ
い
。」
と
激
励
しま

し
た
。
 

訪
問
し
た
四
社
は
次
の
と
お
り

で
す
。
 

o

脚
大
日
本
印
刷
（
従
業
員
一
万
 
 

一
千
九百
二
十
六
名
）
パ
ッ
ケ
ー
 

ジ
を
製
造
。季
節
従
業
員
二
十
名
。
 

o

脚
不
ニ
家
（
秦野
工
場
を
訪
間
）
 

ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
を
製

造
。
季
節
従
業
員
十
二
名
。
 

o

矢
崎
計
器
岡
（
天
竜
工
場
を
訪

間
）
（
従
業員
三
万
八
千
四
百
十
一
一

名
）
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
・
ガ
ス
警
報

器
の
製
造
。
季
節
従
業
員
二
十
七

名
。
 

o

富
士
重
工
業
岡
（
群
馬
製
作
所

を
訪
問
）（
従業
員
一
万
四
千
八
百

三
十
九
名
）
自
動
車

（
ス
バ
ル
）
 

の
部
品
製
造
・
組
立
て
。
季
節
従

業
員
八
名
。
 

 

（株）大日本印刷 

  

 

閥不ニ家 

  

 

計
 

崎
 

矢
 

   

 

器体朱 

  

 

富士重工業才朱 
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「
み
な
さ
ん
、
元
気
で
働
い
て
い
ま
す
」

佐
々
木
市
長
は
、
一
月
二
十
日

か
ら
三
日
間
の
日
程
で
、
秦
野
市
、

天
音
市
な
ど
、
四
ヶ
所
の
出
稼
ぎ

先
を
激
励
訪
問
、
季
節
従
業
員
と

懇
談
、
併
せ
て
、
会
社
に
対
し
て

は
、
五
所
川
原
市
に
工
場
進
出
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
要
望
し
ま

し
た
。懇

談
会
で
は
、
季
節
従
業
員
の
み

な
さ
ん
が
、
ふ
る
さ
と
を
心
配
し
、

雪
の
様
子
な
ど
を
聞
い
て
い
ま
し

た
。佐

々
木
市
長
は
、
今
年
は
例
年

に
な
く
雪
が
少
な
い
こ
と
や
、
今
、

市
が
目
ざ
し
て
い
る
構
想
な
ど
を

話
し
、
「
ど
う
か
、
体
を
大
事
に
が

ん
ば
っ
て
下
さ
い
。
」
と
激
励
し
ま

し
た
。

訪
問
し
た
四
社
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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幡
大
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制 大日本印刷
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一
千
九
百
二
十
六
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ケ
ー
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従
業
員
二
十
名
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野
工
場
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訪
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ケ
ッ
ト
、
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ン
デ
ィ
を
製

造
。
季
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従
業
員
十
二
名
。

O
矢
崎
計
器
情

(天
竜
工
場
を
訪

問
)(
従
業
員
三
万
八
千
四
百
十
二

名
)
ガ
ス
メ
ー
タ
ー

・
ガ
ス
警
報

器
の
製
造
。
季
節
従
業
員
二
十
七

名
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富
士
重
工
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(群
馬
製
作
所

を
訪
問
)(
従
業
員

一
万
四
千
八
百

三
十
九
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(
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従
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名
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第

ニ
十
三
回
 

雪
が
ほ
し

い
〈
 

r
めこし すぎる ノ 

「虫ぞりひき大会」 出場は、 

わが生涯の記念日です。 

的‘奪誘曹霧驚2鷺勢落す 

「わ
ァ
、
め
、
そ
ば
だ
ノ
こ
 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

さ
八
上
一
を
つ
く
り
土
、
 

、か
ま
」
電
》
 

菊
ケ
丘
水
郷
公

園
を
主
会
場
に
開
催

さ
れ
た
、

今
年

の

冬
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

（
主催
廿
五
所

川
原
観

光
協
会
、

丸

海
老
祐
造
会
長
）

は
、
雪
不
足
で
、

が
ま
（
か

ま
く
ら
）
 

は
つ
く
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
参
加
し

た
、
大
ぜ

い
の
市

民
は
、

そ
れ
ぞ

れ
の
ゲ

ー
ム
に
、
 い
い
汗
を
流
し

て
い
ま
 

し
た
。
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会
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に
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テ
ィ
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(主
催

i
五
所
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原
観
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会
、
丸

海
老
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造
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、
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で
、
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)

は
つ
く
れ
ま
せ
ん
で
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参
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し
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、
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の
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、
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ぞ
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の
ゲ
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に
、
い
い
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を
流
し
て
い
ま

し
た
。

「虫ぞりひき大会」出場は、

わが生涯の記念 日です。
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パ
ッ
と
傘
を
開
く
、
こ
の
手
さ
ば
き
 

歌
謡
・
民
謡・
手
踊
り
王座
決
定
戦
ー
 

，響諺貸篇鷲姦) 0トリーレース） 

熟
い
の
 
冷
た
い
の
 
弓
ヒ
ー
 

碑
猫
与
覇
かす

ょ
 

「
こ
の
孫
の
お
父
ち
ゃ
、
 

バ
イ
ク
さ
出
で
ら

の
」
 

年 

付

・
 

コ
む

細
．
 

損
 

民 

員30人 職
 

所
 

役
 

市
 

平成 5年 3 月 1日 
一
 

―老後の安心は、国民年金から― 

「いざ、出発ノ」 

現
在
市
の
国
民
年
金
の
加
入
者

は
約
一
万
二
千
人
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

は
、
未
納
者
が
多
く
、
老
後
の
生

活
も
厳
し
い
も
の
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
 

せ
っ
か
く
加
入
し
て
い
る
に
も

拘
ら
ず
、
未
納
に
な
っ
て
い
る
人

七
百
六
十
人
に
対
し
、
掛
金
を
呼

び
か
け
る
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
 

国
民
年
金
係
以
外
の
市
役
所
職

員
二
十
人
の
協
力
を
得
て
、
二
月
 
 

十
五
日
よ
り
十
九
日
ま
で
三
十
人

が
六
班
に
分
か
れ
て
の
、
戸
別
訪

問
と
な
り
ま
し
た
。
 

結
果
と
し
て
は
、
忘
れ
て
い
た

人
な
ど
は
即
座
に
納
付
し
た
人
も

あ
り
、
今
直
ぐ
は
無
理
で
も
、
年

度
内
納
付
の
約
東
が
で
き
た
り
、
 

又
、
全
く
無
理
な
人
は
、
証
明
で

き
る
よ
う
な
理
由
を
添
え
て
の
、
 

免
除
申
請
の
手
続
き
を
と
る
な
ど
、
 

効
果
は
大
き
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
 

パ
ッ
と
傘
を
聞
く
、
こ
の
手
さ
ば
き

ー
歌
謡
・
民
謡
・
手
踊
り
王
座
決
定
戦
1

納付相談に;

.......応じ..ます

動員/

市役所職員30人

ぬれ雪にタイヤをとられたり一。)
(雪上マウンテンバイク・クロスカントリーレース)
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の
孫
の
お
父
ち
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さ
出
で
ら
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」
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「し、ざ、出発/J

現
在
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の
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年
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加
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と
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て
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が
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の
納
付
に
つ
い
て

は
、
未
納
者
が
多
く
、
老
後
の
生

活
も
厳
し
い
も
の
が
予
想
さ
れ
ま

す
。せ

っ
か
く
加
入
し
て
い
る
に
も

拘
ら
ず
、
未
納
に
な

っ
て
い
る
人

七
百
六
十
人
に
対
し
、
掛
金
を
呼

び
か
け
る
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。国

民
年
金
係
以
外
の
市
役
所
職

員
二
十
人
の
協
力
を
得
て
、

二
月

L
、
、
コ
、
命
た
い
の
、
コ
パ

E

ヒ
l

殺
し
0
.、，

h
展
叫
い
で
す
よ
c

を
ど
う
そ
宇
1

!!i 

!!i 
!ii 
!!i 

l!i 

lij 

十
五
日
よ
り
十
九
日
ま
で
三
十
人

が
六
班
に
分
か
れ
て
の
、

戸
別
訪

問
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
は
、
忘
れ
て
い
た

人
な
ど
は
即
座
に
納
付
し
た
人
も

あ
り
、
今
直
ぐ
は
無
理
で
も
、
年

度
内
納
付
の
約
束
が
で
き
た
り
、

又
、
全
く
無
理
な
人
は
、
証
明
で

き
る
よ
う
な
理
由
を
添
え
で
の
、

免
除
申
請
の
手
続
き
を
と
る
な
ど
、

効
果
は
大
き
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

平成 5年3月1日5 



「
和
可厨
景
一
 

葛
 
西
 

和
 
子
さ
ん
 

（
市
内
末
広
町
 

三
十
三
）
 

「山

と
河
と
橋

」
 

始
め
て
五
所
川
原
の
地
へ
来

て
三
〇
余
年
、
今
は
、
当
時
と

は
く
ら
べ
る
こ
と
の
で
き
な
い

程
、
ま
ち
の
発
展
は
、
す
べ
て

の
面
で
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
 

る
。
 

あ
の
頃
は
、物
も
あ
ま
り
豊
か

で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、人
々
の

心
は
ゆ
っ
た
り
と
暖
か
く
、園
の

こ
ど
も
達
と
土
手
や
河
原
で
草
 

花
摘
み
や
虫
取
り
を
し
た
り
、
 

岩
木
山
に
雲
が
か
か
っ
た
の
を

見
て
は
い
ろ
ん
な
動
物
に
み
た

て
て
は
し
ゃ
ぎ
、
乾
橋
を
車

が
通
っ
た
と
云
っ
て
は
歓
声
を

上
げ
、
汽
車
が
鉄
橋
を
通
っ
た

と
い
っ
て
は
手
を
振
り
、
駆
け

ま
わ
っ
た
こ
ど
も
達
も
、
今
は

立
派
に
成
長
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
ま
ち
の
発
展
に
大
き

く
寄
与
し
て
い
る
。
 

今
、
河
原
は
整
備
さ
れ
、
水

の
流
れ
も
変
ら
ず
と
う
と
う
と
、
 

山
は
無
言
で
私
達
を
見
守
っ
て

い
て
く
れ
る
。
 

私
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い

想
い
出
の
場
所
で
も
あ
る
。
こ

ど
も
達
が
二
十
一
世
紀
の
五
所

川
原
発
展
に
ど
ん
な
か
た
ち
で

参
加
す
る
の
か
を
楽
し
み
に
、
 

こ
れ
か
ら
も
こ
の
ま
ち
を
山
と

河
を
愛
す
る
一
人
で
い
た
い
。
 

拓 
ノ、コ‘ 

歌 
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（
善
意
の
花
か
ご
）
 

⑥
社
会
福
祉
へ
 

談
 

商 産 業 懇 通
 周

 

農
業
所
得
水
準
の
見
直
し
を
ー
。
 

津
軽

圏
域
通
商
産
業
懇
談
会
 

東
北
通
商
産
業
局
（
河
面
慶

四
郎
局
長
）
で
は
、
三
月
十
日
、
 

藤
吉
郎
に
於
て
、
西
北
圏
域
内

各
市
町
村
長
十
四
人と
、
通
商

産
業
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
地
方
自
治
体
、
経
 
 

済
団
体
、
企
業
と
の
幅
広
い
意

見
交
換
を
通
じ
て
、
通
商
産
業

施
策
の
浸
透
を
図
り
、
地
域
に

密
着
し
た
施
策
の
企
画
・
立
案

を
推
し
進
め
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
 

席
上
佐
々
木
市
長
は
、
 

局
長
他
幹
部
の
方
々
が
、
 

現
地
ま
で
お
い
で
下
さ
っ

た
こ
と
へ
の
気
配
り
に
感

謝
し
、
津
軽
西
北
五
地
域

広
域
市
町
村
圏
協
議
会
会

長
と
し
て
、
各
市
町
村
の

か
か
え
る
課
題
等
を
ふ
ま

え
な
が
ら
、
特
に
、
農
業

所
得
水
準
の
見
直
し
な
ど
、
 

要
望
を
述
べ
ま
し
た
。
 

津
軽
ア
ス
ナ
口
短
歌
会

老
い
て
な
お
憎
ま
れ
口
を
言
う

吾
は
何
が
不
満
で
世
に
楯
つ
く

か
 

崎
野
 
清
蔵

オ
ー
ト
バ
イ
に
荷
物
を
積
み
し

若
人
の
集
団
礼文
の
島
め
ぐ
り

ゆ
く
 
北

川
要
二
郎

北
へ
澄
む
湖
（
うみ
）
の空
広
ら

急
ぐ
こ
と
あ
る
ま
い
ゆ
っ
く
り

捌
（
か）
け
よ大
白
鳥
 

大
沢
 
寿
夫

門
脇
に
ナ
ギ
ナ
タ
ユ
ー
ジ
ュ
咲

き
乱
れ
楚
々
た
る
風
情
い
く
日

保
つ
か
 

三
上
き
よ
み

思
い
き
り
睡
蓮
花
活
け
る
ひ
と

時
よ
水
盤
の
中
の
我
が小
宇
宙
 

野
呂
 
富
枝

月
か
げ
は
青
く
遠
野
の
原
に
差

し
ワ
ラ
シ
べ
小
憎
ら
出
で
て
遊

ば
ん
 

大
沢
 
頼
枝
 

〇
神
幸

一
さ
ん

（
市
内
新
町六
十
三
）
廿
故
、
父
神
吉
太
郎
氏
の
香
典
の
一
部
十
万
円
。
 

⑥
教
育
振
興
会
へ
 

〇
五
所
川
原
市
学
校
薬
剤
師
協
会
（

（
葛
西
昭
雄
会長
）
廿
一11十
万
円
。
 

⑥
教
育
振
興
会
へ
 

〇
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
K
ト
五
所
川
原
（
江
渡
誠
子
会
長
）
廿
五
万
三
千
円
。
 

＠
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ

ー
へ
 

〇
伝
法
谷
誠
子
氏

（市
内
川
端
町
十
一
の
五
）
廿
十
万
円
。
 

（圏
民
セ
ン
タ
ー
建
設
の
た
め
の
 
「
基
金
箱
」
を
店
内
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。）
 

,
 

私
の
風
景

⑩ 

「山

と
河
と
橋
」

始
め
て
五
所
川
原
の
地
へ
来

て
三

O
余
年
、

A
7
は
、
当
時
と

は
く
ら
べ
る
こ
と
の
で
き
な
い

程
、
ま
ち
の
発
展
は
、
す
べ
て

の
面
で
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ

る
。あ

の
頃
は
、
物
も
あ
ま
り
豊
か

で
は
な
か

っ
た
け
れ
ど
、
人
々
の

心
は
ゆ
っ
た
り
と
暖
か
く
、
園
の

こ
ど
も
達
と
土
手
や
河
原
で
平

葛

西

和

子

さ

ん

(市
内
末
広
町
|
三
十
三
)

ル
化
摘
み
や
虫
取
り
を
し
た
り
、

府
木
山
に
雲
が
か
か
っ
た
の
を

比
て
は
い
ろ
ん
な
動
物
に
み
た

て
て
は
し
ゃ
ぎ
、
乾
橋
を
車

が
通

っ
た
と
一ぶ
っ
て
は
歓
声
を

上
げ
、
汽
車
が
鉄
橋
を
通

っ
た

と
い

っ
て
は
予
を
振
り
、
駆
け

ま
わ
っ
た
こ
ど
も
達
も
、
今
は

立
派
に
成
長
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
ま
ち
の
発
展
に
大
き

く
寄
与
し
て
い
る
。

A
7
、
河
原
は
整
備
さ
れ
、
水

の
流
れ
も
変
ら
ず
と
う
と
う
と
、

山
は
無
言
で
私
達
を
見
守
っ
て

い
て
く
れ
る
。

私
に
と

っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い

想
い
出
の
場
所
で
も
あ
る
。
こ

ど
も
達
が
二
十

一
世
紀
の
五
所

川
原
発
展
に
ど
ん
な
か
た
ち
で

参
加
す
る
の
か
を
楽
し
み
に
、

こ
れ
か
ら
も
こ
の
ま
ち
を
山
と

河
を
愛
す
る

一
人
で
い
た
い
。
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東
北
通
商
産
業
局

(河
面
皮

四
郎
局
長
)
で
は
、

三
月
卜
口
、

雄
吉
郎
に
於
て
、
西
北
圏
域
内

各
市
町
村
長
十
四
人
と
、
通
商

産
業
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
方
自
治
体
、
経

*山R
E
-
-圃

周

懇
日商

業
日

済
団
体
、
企
業
と
の
幅
広
い
意

見
交
換
を
通
じ
て
、
通
商
産
業

施
策
の
浸
透
を
図
り
、
地
域
に

密
着
し
た
施
策
の
企
岡

・
立
案

を
推
し
進
め
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

席
上
佐
々
木
市
長
は
、

局
長
他
幹
部
の
方
々
が
、

現
地
ま
で
お
い
で
下
さ

っ

た
こ
と
へ
の
気
配
り
に
感

謝
し
、
津
軽
西
北
五
地
域

広
域
市
町
村
圏
協
議
会
会

長
と
し
て
、
各
市
町
村
の

か
か
え
る
課
題
等
を
ふ
ま

え
な
が
ら
、
特
に
、
農
業

所
得
水
準
の
見
直
し
な
ど
、

要
望
を
述
べ
ま
し
た
。

通 商産

善
意
の
花
か
ご

圃

直

津
軽
ア
ス
ナ
ロ
短
歌
会

老
い
て
な
お
憎
ま
れ
口
を
言
う

吾
は
何
が
不
満
で
世
に
楯
つ
く

か

崎

野

消

蔵

オ
ー
ト
バ
イ
に
荷
物
を
積
み
し

若
人
の
集
団
礼
文
の
島
め
ぐ
り

ゆ

く

北

川
安
二
郎

北
へ
澄
む
湖
(
う
み
)
の
空
広
ら

急
ぐ
こ
と
あ
る
ま
い
ゆ

っ
く
り

朔
(か
)
け
よ
大
白
鳥大

沢

寿

夫

門
脇
に
ナ
ギ
ナ
タ
ユ
l
ジ
ュ
咲

き
乱
れ
楚
々
た
る
風
情
い
く
日

保
っ
か

三
上
き
よ
み

思
い
き
り
睡
蓮
花
活
け
る
ひ
と

時
よ
水
盤
の
中
の
我
が
小
宇
宙
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か
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は
育
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シ
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太
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の
香
典
の

一
部
十
万
円
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@
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会
長

)
H
三
十
万
円
。

@
教
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興
会
へ

O
国
際
ソ
口
プ
チ
ミ
ス
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五
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(江
渡
誠
子
会
長

)
H
五
万
三
千
円
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十

一
の
五

)
H
十
万
円
。

(圏
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セ
ン
タ
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の
た
め
の
「
基
金
箱
」
を
庖
内
に
設
置
し
た
も
の
で
す
J
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「長
生
き
手
帳

」
の
一
部
 

五
所
川
原
警
察
署
交
通
課
職
員

に
よ
る
講
話
と
、
楽
し
く
わ
か
り

や
す
い
交
通
安
全
の
映
画
上
映
に

続
き
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
 

七
和
保
育
園
児
の
お
ゆ
う
ぎ
、
高

野
す
み
れ
会
の
踊
り
を
楽
し
む
な

ど
、
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
 

し
た
。
 

交
通
安
全
協
会
七
和
支
部
（
伊

藤
博
治
会
長
）
で
は
、
二
月
十
七

日
、
夢
野
温
泉
で
、
地
区
内
九
つ

の
老
人
ク
ラ
ブ
員
及
び
、
安
全
協

会
員
等
、
約
二
百
人
が
参
加
し
て

の
、
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
ま
 

た
。
 

更
に
、
七
和
駐
在
所
提
供
の
、
 

イ
ラ
ス
ト
入
り
手
づ
く
り
の
小
冊

子
 
「長
生
き
手
帳
」
 
の
中
には
、
 

健
康
で
、
安
全
な
生
活
を
守
る
た

め
の
、
ア
ド
バ
イ
ス
が
楽
し
く
紹

介
、
心
暖
ま
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、
 

み
な
さ
ん
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し

た
。
 

交
通

安

全
教

室
 

大盛況ノ 熱心です。 

交通事故に斎謝応lIために

言おi旨 ！1じズ功トげから 
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た。
更
に
、
七
和
駐
在
所
提
供
の
、

イ
ラ
ス
ト
入
り
手
守
つ
く
り
の
小
冊

子
「
長
生
き
手
帳
」
の
中
に
は
、

健
康
で
、
安
全
な
生
活
を
守
る
た

め
の
、
ア
ド
バ
イ
ス
が
楽
し
く
紹

介
、
心
暖
ま
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、

み
な
さ
ん
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し

た。

交
通
安
全
教
室

交
通
安
全
協
会
七
和
支
部
(
伊

藤
博
治
会
長
)
で
は
、

二
月
十
七

日
、
夢
野
温
泉
で
、
地
区
内
九
つ

の
老
人
ク
ラ
ブ
員
及
び
、
安
全
協

会
員
等
、
約
二
百
人
が
参
加
し
て

の
、
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。

五
所
川
原
警
察
署
交
通
課
職
員

に
よ
る
講
話
と
、
楽
し
く
わ
か
り

や
す
い
交
通
安
全
の
映
画
上
映
に

続
き
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、

七
和
保
育
園
児
の
お
ゅ
う
ぎ
、
高

野
す
み
れ
会
の
踊
り
を
楽
し
む
な

ど
、
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し

「長
生
き
手
帳
」
の
一

部

熱心 で す。
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レょっとしてトラック口三μ フ/1¥)00""
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大盛況/

い セ ン タ ー ( 午 前 9時 ~ 午 後 4時 30分)

官 0172-62-4527

ft0172-62-8510 

[>しめ切り ・3月 8口(月)

[>定 員 50名(定員になり次第、しめ切ります)

b講師 漕軽植物の会木村啓氏、原田敏弘

氏、長尾キヨ氏、県立自然ふれあいセンタ

ー職員

[>参加できる人 小学校中学年以上どなたで

も。(小・中学生の個人参加のときは保護者

の承諾が必要です。)

じ〉 日時 3月14日(日) 午前 9 : 15-14 : 00 

[>持ちもの 昼食(豚汁サービス)、水筒、防

寒具、若答え、筆記具、(用意できる人は、

革命かんじき、双眼鏡等観察用具)

[>服装 靴に雪が入らない等の工夫

仁〉 申し こみ 電話でどうぞ。県立自然ふれあ

平成 5年3月1日7 



市
史
編
纂
だ
よ
り
回
 

天
明
の
飢
謹
と
飯
詰
村
 

近
世
部
会
 
黒
 
瀧
 十
二
郎
 

天
明
の
飢
謹
 

天
明
の
飢
謹
と
は
、
天
明
年

間
（
一
七
八
一
、
八
九
）
の
諸

国
の
大
飢
瞳
の
こ
と
で
す
が
、
 

．な
か
で
も
特
に
は
な
は
だ
し
か

っ
た
の
は
天
明
二
・
三
年
の
奥

羽
地
方
の
大
飢
謹
で
し
た
。
 

天
明
期
の
津
軽
藩
 

津
軽
藩
で
は
凶
作
に
対
す
る

処
置
を
誤
り
、
四
十
万
俵
を
江

戸
・
大
坂
へ
廻
米
し
て
上
納
は

す
べ
て
米
納
に
し
た
の
で
、藩
領

内
の
米
穀
が
欠
乏
し
、
米
価
は

高
騰
、
三
年
五
月
頃
に
は
米
の

売
買
が
全
く
止
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
 

藩
で
は
そ
の
対
策
と
し
て
豪

商

・
豪農
に
御
用
金
を
課
し
、
 

幕
府
に
一
万
両
の借
金
を
願
出

ま
し
た
が
、
領
民
救
済
の
効
果

は
あ
が
ら
ず
、
餓
死
者
が
続
出

し
、
青
森
・
鯵
ケ
沢

・
深
浦
で

は
打
こ
わ
し
が
発
生
し
た
ほ
ど

で
す
。
広
須
・
木造
新
田
の
農
 
 

民
が
凶
作
用
の
貯
米
一
万
俵
の

下
げ
渡
し
等
を
要
求
し
て
一
撲

を
起
し
ま
し
た
が
失
敗
に
終
り

ま
し
た
。
農
民
に
と
っ
て
は
死

を
待
つ
か
他
領
へ
逃
げ
る
し
か

方
法
が
な
く
、
多
数
の
者
が
目

的
地
に
達
せ
ず
途
中
で
倒
死
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
三
年

九
月
、
四
年
六
月
の
死
亡
者
数

は
、
領
内
人
口
の
約
三
分
の
ー
 

に
あ
た
る
八
万
一
千
余
人
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。
 

天
明
の
飢
謹
の
原
因
は
、
右

に
述
べ
た
天
災
・
人
災
の
ほ
か

に
、
商
業
資
本
の
発
達
が
藩
財

政
を
左
右
す
る
ほ
ど
に
な
っ
て

い
た
こ
と
や
、
幕
藩
体
制
の
封

鎖
性
に
も
求
め
ら
れ
る
の
で
、
 

名
君
の
善
政
ぐ
ら
い
で
は
飢
瞳

の
発
生
は
食
い止
め
ら
れ
な
い

段
階
に
達
し
て
い
た
の
で
す
。
 

「天
明
三
発
卯
年
 

凶
作
之
様
子
事
」
 

に
つ
い
て
 

津
軽
藩
領
飯
詰
村
は
、
大
釈
 
 

迦
丘
陵
西
麓
に位
置
し
、
貞
享

四
年
（
一
六
八
七
）
に
飯
詰
組

の
代
官
所
が
置
か
れ
、
こ
の
組

の
中
心
と
な
っ
た
村
で
し
た
。
 

こ
こ
2
紹
介
す
る
史
料
「
天

明
「
」
い、
 
凶
作
之
様
子
事
」
 

は
大
庄
屋
を
つ
と
め
た
飯
塚
家

の
所
蔵
（
現
飯
塚
平
次
氏
蔵
）
 

に
な
る
も
の
で
す
。
 

そ
の
大
要
は
、
飯
詰
村
の
三

年
正
月
か
ら
一
年
間
の
冷
害
に

よ
る
気
候
の
変
化
と
作
柄
の
様

子
、
飢
謹
に
よ
る
村
人
達
の
惨

状
が
描
か
れ
、
食
料
の
保
存
と

心
が
ま
え
等
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
毎
日
書
き
留
め
た
日
記
で

は
な
い
が
、
子
孫
へ
伝
え
る
教

訓
の
ー
つ
と
し
て
大
飢
瞳
後
ほ

ど
な
く
書
き
残
さ
れ
た
も
の
と

推
定
さ
れ
ま
す
。
紙
数
の
関
係

で
一
部
を
ご紹
介
し
ま
し
ょ
う
 

（傍
註
及
び
①
面
…
は
筆
者
）
。
 

紹
介
と
解
説
 

①

二
郭
午

ハ
ー
鉢
おそ
き
年
、
 

さ
つ
き
の
宇
の
花
ハ
六
月
よ
 
 

り
七
月
迄
咲
、や
誌
ら
の
花
秋

ま
で
咲
、
右
東
風
故
か
凶
作

の
故
か
屋
敷
畑
ノ
作
等
乍
申

一
切
共
ニ
不
宜
、
（中
略
）
 

②
一
、
九
月
ニ
至
り
凶
作
ニ
相

究
り
申
候
処
、
御
国
元
ニ
米

一
向無
之
趣
ニ
罷
成
り
、
何

れ
も
及
渇
命
ニ
候
鉢
ニ
罷
成

候
所
、
九
月
十
日
頃
よ
り
段

々
思
ひ
立
、
秋
田

・
仙
台
江

他
国
致
助
り
申
度
一
流
之
沙

汰
ニ
罷
成
、
当
組
も
福
岡
村

よ
り
上
通
り
ハ
少
」
夢

入

有
之
、
福
岡
ハ
三
合
迄
有
所

有
之
候
、
（
中
略）
 

③

一
、飯
詰
村
杯
ハ
（嚇
一
「
首

軒
之
村
処
弐
百
余
も
明
家
と

罷
成
申
候
、
（中
略
）
正
月
ニ

入
候
所
段
々
小
者
男
ハ
先
ニ

死
ス
、
女
共
計
相
残
り
下
派

ニ
明
家
壱
軒
ニ
女
四
人
集
り

死
人
ヲ
引
つ
れ
参
候
て
織
べ

申
候
、
毎
日
毎
日
死
人
ノ
身

ヲ
魚
之
切
身
之
様
ニ
し
て
あ

ふ
り
喰
申
候
、
あ
ふ
り
候
へ

ハ
塩
有
て
宜
候
よ
し
、
に
へ

候
ヘ
ハ
か
か
◇
“
礁
不
宜
候

よ
し
承
申
候
、
前
代
未
聞
ノ

事
ニ
候
、
然
共
人
ヲ
織
使
者

ニ
壱
人
も
助
り
候
者
無
之
候
、
 

右
給
候
女
共
死
人
七

・
八
人

も
喰
候
様
ニ
沙
汰
ニ
御
座
候
、
 

依
而
左
様
之
者
近
所
ニ
不
置
 
 

候
様
手
前
先
立
罷越
、
女
共

ヲ
押
出
シ
外
ノ
人
入
替
置
候

一
一付
跡
ヲ
片
付
候
所
、
或
ハ

腕
か
ら
人
ほ
ね
沢
山
ニ
有
之

候
、
厚
板
三
醗
謎
り

と
な

し
切
は
た
き
候
跡
ハ
、
前
代

鬼
人
ノ
住
所
ノ
跡
ノ
様
ニ
相

見
え
申
候
、
（中
略
）
 

④
一
、
第

一
あ
護が
沢
山
貯
へ
、
 

（中
略
）

一
、大
根
ハ
夏
耗

き
毎
年
共
ニ
沢
山
ニ
致
候
様

ニ
相
心
得
候
事
、
一
、
干
葉

者
毎
年
沢
山
ニ
干
ニ
能
ク
し

て
ハ
干
、
何
年
ニ
て
凶
年
ニ

相
成
候
て
徹
信
ニ
能
ク
御
座

候
、
（下
略
）
 

×
 
×
 
×
 

史
料
①
 
天

明
三
年
は
気

温
が
低
く
植
物
の
成
長
が
遅
い
。
 

そ
れ
は
東
風
か
凶
作
に
よ
る
の

だ
ろ
う
か
、
と
い
う
不
安
が
に

じ
み
出
て
い
ま
す
。
 

史
料
②
…
…
九
月
に
入
っ
て

凶
作
が
確
実
と
な
り
、
米
は
無

く
餓
死
か
ら
ま
ぬ
が
れ
る
た
め

に
、
秋
田
や
仙
台
領
等
へ
逃
げ

出
す
農
民
が
現
れ
て
お
り
、
飯

詰
組
に
属
す
村
々
の
収
穫
も
非

常
に
少
な
く
、
秋
の
稔
り
が
期

待
で
き
な
い
こ
と
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

史
料
③
…
…
遂
に
大
飢
瞳
と

な
り
、
飯
詰
村
は
三
百
軒
の
う
 
 

ち
二
百
軒
は
空
家
と
な
り
ま
し
 

8
 

た
 
」P
数
は
不
正
確
）
。翌
四
年

正
月
に
は
貧
し
い
農
家
の
男
共

は
先
に
死
亡
、
残
さ
れ
た
女
達

は
死
人
を
魚
の
切
身
の
よ
う
に

し
て
食
べ
て
いま
す
。
こ
の
鬼

の
如
き
者
達
を
村
に
お
く
わ
け

に
は
行
か
ず
、追
出
し
た
後
を

調
べ
て
み
ま
す
と
人
の
骨
が
た

く
さ
ん
見
つ
か
っ
た
の
で
、
厚

い
板
を
組
板
に
し
て
死
人
が
切

り
は
た
か
れ
た
の
で
し
よ
う
。
 

ま
さ
に
人
喰
い
の
鬼
が
住
ん
で

い
た
跡
で
、
身
の
毛
が
よ
だ
つ

思
い
で
す
。
 

史
料
④
…

・
・凶作
に
よ
る
飢

え
に
備
え
て
の
農
民
達
の
心
が

ま
え
が
わ
か
り
ま
す
。
 

×
 
×
 
×
 

断
片
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
 

右
に
示
し
た
史
料
か
ら
、
飯
詰
 

村
の
人
々
の
惨
状
が
お
わ
か
り
 

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
勿
論
、
 

飯
詰
村
の
ほ
か
に
、江
戸
時
代

の
五
所
川
原
市
域
の
村
々
も
ほ

ぼ
同
様
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
 

今
か
ら
わ
ず
か
二
百
年
余
り

前
の
時
代
に
、
以
上
の
よ
う
な

こ
と
が
、
実
際
に
あ
っ
た
こ
と

を
思
う
と
き
、
飽
食
の
時
代
に

生
き
る
私
達
に
と
っ
て
、
反
省

す
べ
き
点
が
あ
り
ま
す
ま
い
か
。
 

平成 5年 3月1日 
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天高市
明 纂l

の
飢 t
鍾 固
と

近飯
世部 雲。まロ

l キヲ
j龍

十

一
良日

天
明
の
飢
鍾

天
明
の
飢
鐘
と
は
、
天
明
年

間
(
一
七
八
一

1
八
九
)
の
諸

国
の
大
飢
錨
の
こ
と
で
す
が
、

.
な
か
で
も
特
に
は
な
は
だ
し
か

っ
た
の
は
天
明
二
・
三
年
の
奥

羽
地
方
の
大
飢
鐘
で
し
た
。

天
明
期
の
津
軽
藩

津
軽
藩
で
は
凶
作
に
対
す
る

処
置
を
誤
り
、
四
十
万
俵
を
江

戸

・
大
坂
へ
廻
米
し
て
上
納
は

す
べ
で
米
納
に
し
た
の
で
、
藩
領

内
の
米
穀
が
欠
乏
し
、
米
価
は

高
騰
、
三
年
五
月
頃
に
は
米
の

売
買
が
全
く
止
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。

藩
で
は
そ
の
対
策
と
し
て
家

商
・
家
農
に
御
用
金
を
課
し
、

幕
府
に
一
万
両
の
借
金
を
願
出

ま
し
た
が
、
領
民
救
済
の
効
果

は
あ
が
ら
ず
、
餓
死
者
が
続
出

し
、
青
森
・
鯵
ケ
沢

・
深
浦
で

は
打
こ
わ
し
が
発
生
し
た
ほ
ど

で
す
。
広
須
・
木
造
新
田
の
由
民

民
が
凶
作
用
の
貯
米
一
万
俵
の

下
げ
渡
し
等
を
要
求
し
て
一
撲

を
起
し
ま
し
た
が
失
敗
に
終
り

ま
し
た
。
農
民
に
と
っ
て
は
死

を
待
っ
か
他
領
へ
逃
げ
る
し
か

方
法
が
な
く
、
多
数
の
者
が
目

的
地
に
逮
せ
ず
途
中
で
倒
死
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
三
年

九
月
1
四
年
六
月
の
死
亡
者
数

は
、
領
内
人
口
の
約
三
分
の
一

に
あ
た
る
八
万
一
千
余
人
に
の

ぽ
り
ま
し
た
。

天
明
の
飢
錨
の
原
因
は
、
右

に
述
べ
た
天
災
・
人
災
の
ほ
か

に
、
商
業
資
本
の
発
達
が
藩
財

政
を
左
右
す
る
ほ
ど
に
な
っ
て

い
た
こ
と
や
、
幕
藩
体
制
の
封

鎖
性
に
も
求
め
ら
れ
る
の
で
、

名
君
の
善
政
ぐ
ら
い
で
は
飢
舘

の
発
生
は
食
い
止
め
ら
れ
な
い

段
階
に
達
し
て
い
た
の
で
す
。

「
天
明
三
奨
mw
年

凶
作
之
様
子
事
」

に
つ
い
て

津
軽
藩
領
飯
詰
村
は
、
大
釈

迦
丘
陵
西
麓
に
位
置
し
、
貞
享

四
年

(
一
六
八
七
)
に
飯
詰
組

の
代
官
所
が
置
か
れ
、
こ
の
組

の
中
心
と
な
っ
た
村
で
し
た
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
史
料
「
天

明
巴
げ
〉
年
凶
作
之
様
子
事
」

は
大
庄
屋
を
つ
と
め
た
飯
塚
家

の
所
蔵

(現
飯
塚
平
次
氏
蔵
)

に
な
る
も
の
で
す
。

そ
の
大
要
は
、
飯
詰
村
の
三

年
正
月
か
ら

一
年
間
の
冷
害
に

よ
る
気
候
の
変
化
と
作
柄
の
様

子
、
飢
錨
に
よ
る
村
人
達
の
惨

状
が
描
か
れ
、
食
料
の
保
存
と

心
が
ま
え
等
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
毎
日
書
き
留
め
た
日
記
で

は
な
い
が
、
子
孫
へ
伝
え
る
教

訓
の

一つ
と
し
て
大
飢
錨
後
ほ

ど
な
く
書
き
残
さ
れ
た
も
の
と

推
定
さ
れ
ま
す
。
紙
数
の
関
係

で
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う

(
傍
註
及
び
の
②
・・・
は
筆
者
)
可

紹
介
と
解
説

① 
さ一
一コ 、
き字両
の年v

字詰ノ、
のv一
花鉢
ハお
プ言そ
月き
ょ年

り
七
月
迄
咲
、
ば
ら
の
花
秋

ま
で
咲
、
右
東
風
故
か
凶
作

の
故
か
屋
敷
畑
ノ
作
等
乍
申

一
切
共
ニ
不
宜
、

(中
略
)

②
一

、
九
月
ニ
至
り
凶
作
一
一
相

究
り
申
候
処
、
御
国
元
ニ
米

一
向
無
之
趣
一
一
罷
成
り
、
何

れ
も
及
渇
命
ニ
候
鉢
一一
罷
成

候
所
、
九
月
十
日
頃
よ
り
段

々
思
ひ
立
、
秋
田

・
仙
台
江

他
国
致
助
り
申
度

一
流
之
沙

汰
ニ
罷
成
、
当
組
も
福
岡
村

よ
り
上
通
り
ハ
少
L
も
安
入

有
之
、
福
岡
ハ
三
合
迄
有
所

有
之
候
、
(中
略
)

③
て
飯
詰
村
杯
へ
側
一
一
三
百

軒
之
村
処
弐
百
余
も
明
家
と

罷
成
申
候
、
(
中
略
)
正
月
ニ

入
候
所
段
々
小
者
男
ハ
先
ニ

死
ス
、
女
共
計
相
残
り
下
派

ニ
明
家
壱
軒
一
一
女
四
人
集
り

死
人
ヲ
引
つ
れ
参
候
て
山
町
べ

申
候
、
毎
日
毎
日
死
人
ノ
身

ヲ
魚
之
切
身
之
様
一
一
し
で
あ

ふ
り
喰
申
候
、
あ
ふ
り
候
へ

ハ
塩
有
て
宜
候
よ
し
、

一吋へ

候
ヘ
ハ
主
化
日
弓
歪
候

よ
し
承
申
候
、
前
代
未
聞
ノ

事
ニ
候
、
然
共
人
ヲ
制
使
者

ニ
壱
人
も
助
り
候
者
無
之
候
、

《
働

唄

》

右
給
候
女
共
死
人
七

・
八
人

も
喰
候
様
一
一
沙
汰
ニ
御
座
候
、

依
市
左
様
之
者
近
所
ニ
不
置

候
様
手
前
先
立
罷
越
、
女
共

ヲ
押
出
シ
外
ノ
人
入
替
置
候

ニ
付
跡
ヲ
片
付
候
所
、
或
ハ

腕
か
ら
人
ほ
ね
沢
山
ニ
有
之

候
、
厚
板
ヲ
さ
へ
は
ん
と
な

し
切
は
た
き
候
跡
ハ
、
前
代

鬼
人
ノ
住
所
ノ
跡
ノ
様
一
一
相

見
え
申
候
、

(中
略
)

④
て
第
一
あ
討
が
沢
山
貯
へ、

(
中
略
)
一

、
大
根
ハ
夏
討
》

き
毎
年
共
ニ
沢
山
ニ
致
候
梯

ニ
相
心
得
候
事
、

て

千
葉

者
毎
年
沢
山

ニ
千
二
能
ク
し

て
ハ
干
、
何
年
ニ
で
凶
年
ニ

相
成
候
て
給
候
一
一能
ク
御
座

候
、
(
下
略
)

×

×

×

 

史
料
①
・
・
:
:
天
明
三
年
は
気

温
が
低
く
植
物
の
成
長
が
遅
い
。

そ
れ
は
東
風
か
凶
作
に
よ
る
の

だ
ろ
う
か
、
と
い
う
不
安
が
に

じ
み
出
て
い
ま
す
。

史
料
②
:
:
:
九
月
に
入

つ
で

凶
作
が
確
実
と
な
り
、
米
は
無

く
餓
死
か
ら
ま
ぬ
が
れ
る
た
め

に
、
秋
田
や
仙
台
領
等
へ
避
け

出
す
農
民
が
現
れ
て
お
り
、
飯

詰
組
に
属
す
村
々
の
収
穫
も
非

常
に
少
な
く
、
秋
の
稔
り
が
期

待
で
き
な
い
こ
と
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。

史
料
③
・
・
・
・
・
・
遂
に
大
飢
値
と

な
り
、
飯
詰
村
は
三
百
軒
の
う

ち
二
百
軒
は
空
家
と
な
り
ま
し

た

(戸
数
は
不
正
確
)
可
翌
四
年

正
月
に
は
貧
し
い
農
家
の
男
共

は
先
に
死
亡
、
残
さ
れ
た
女
達

は
死
人
を
魚
の
切
身
の
よ
う
に

し
て
食
べ
で
い
ま
す
。
こ
の
鬼

の
如
き
者
連
を
村
に
お
く
わ
け

に
は
行
か
ず
、
追
出
し
た
後
を

調
べ
て
み
ま
す
と
人
の
骨
が
た

く
さ
ん
見
つ
か
っ
た
の
で
、
厚

い
板
を
姐
板
に
し
て
死
人
が
切

り
は
た
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

ま
さ
に
人
喰
い
の
鬼
が
住
ん
で

い
た
跡
で
、
身
の
毛
が
よ
だ

っ

思
い
で
す
。

史
料
④
・
・
:
凶
作
に
よ
る
飢

え
に
備
え
で
の
農
民
連
の
心
が

ま
え
が
わ
か
り
ま
す
。

×

×

×

 

断
片
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、

右
に
示
し
た
史
料
か
ら
、
飯
詰

村
の
人
々
の
惨
状
が
お
わ
か
り

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
勿
論
、

飯
詰
村
の
ほ
か
に
、
江
戸
時
代

の
五
所
川
原
市
域
の
村
々
も
ほ

ぼ
同
様
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で

し
ょ
・
7
。

A
7
か
ら
わ
ず
か
二
百
年
余
り

前
の
時
代
に
、
以
上
の
よ
う
な

こ
と
が
、
実
際
に
あ
っ
た
こ
と

を
思
う
と
き
、
飽
食
の
時
代
に

生
き
る
私
達
に
と
っ
て
、
反
省

す
べ
き
点
が
あ
り
ま
す
ま
い
か
。

8 手成 5年3月1日



市
役
所
・
土
曜
閉
庁
の

お

し

ら

せ
 

市
役
所
は
、
平
成
五
年
二
月
二
十
七
日
か
ら
す
べ
て
の
土
曜

日
が
休
み
と
な
り
ま
し
た
。
 

な
お
、
市
民
生
活
に
関
連
の
深
い
次
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
 

今
ま
で
ど
お
り
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
0
 

西
北
中
央
病
院
、
小
・
史
子
校
（毎
月
の
第
二
土
曜
日
を
除

く
。）
、ゴ
ミ
の
収
集
、
市
民
文
化
会
館
、
巾
五
（
公民
館
、
図
書
館
、
 

市
民
体
育
館
、
葬
斎
苑
、
消
防
署
な
ど
。
 

詳
し
く
は
、
ご
利
用
の
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

農業者年金の現況届を忘れすに 

現在、農業者年金の経営移譲年金、及び、老

齢年金を受給している人は、 3 月31日まて、に、 

現況届を提出しましょう。 

レ用紙03苦仁t 毎年 2 月、農業者年金基金から

直接本人あてに送られます。 

レ証明と確認 現況届には、受給者の印のほか

市長の印と農業委員会長の印が！必要です。 市

役所の市民課、又は支所で、！必ず’、先に、生

存証明を受けでから農業委員会で市雀認を受け

て下さい。 

レ提出期限 3 月31日。（提出されないと、年金

が一時、差止められます。 但し、年金を受け

てから、一年を過ぎていない人は提出の必、要

はありません） 

ン間い合わせ 農協又は市農業委員会（内線246) 

児童手当の申請はお済みですか 

〇児童手当を受給できる人 

3 歳未満の児童を養育している方で、前年（1 
月から 5 月までの月分については前々年）の収

入が一定の額未満の場合に受けられます。 

第1子 平成 3 年1月 2 日以後に生まれた児童 
3歳の誕生日
の属する月分
まで支給 

第 2 子
以降 

平成元年1月1日 
～平成元年12月31日生まれの児童 

4 歳の誕生日
の属する月分
まで支給 

平成 2 年1月1日 
～平成 2 年12月31日生まれの児童 

平成 5 年12月
分まで支給 

平成 3 年1月 1日以後に生まれた児童 
3 歳の誕生日
の属する月分
まで支給 

〇児童手当の額（月額） 

第 1子一 5,000円、第 2 子 5,000円、第 3 子一以 

降10,000円。 

〇請求の方法 

児童手当認定請求書を提出して下さい。 認定 

請求の翌月分からとなります。 手続きが遅れま 

すと、受けられる月分の手当が受けられなくな 

ります。 

〇請求に必要な添付書類等 

☆印鑑、請求者の銀行等の口座番号 

☆年金加入証明書（請求者がサラリーマン等で 

ある場合に提出） 

☆前住所地のili区町村長が発行する所得証明書 

（本年1月 1日に当市に住所がなかった人は、 

前年分の所得証明書が必要です。 ただし、 1 
月から 5 月までは前々年分） 

☆その他必要と思われる書類 

〇児童手当の額が増えるとき 

現在、手当を受給している方が、出生などの 

事由により支給の対象となる児童が増えたとき 

には、「児童手当額改定請求書」 の提出が必要て冬 

すからご注意ください0 
レ間い合わせ 市民課（内線262・275) 

;或 oF:=  =ーヅ二医事根言舞穀患眠設します三 
スポーツ選手及び愛好者でスポーッ障害

や健康管理について専門家の指導助言を受

けたい方のために、次のとおりスポーツ医

事相談室を開設することになりました。 

お気軽にご利用下さい。 

レ日B寺 3 月11日（木）、18日（木）、25日（木） 

いず’れも午後 3 時～午後 5 時 

レ場所 市内新町 市保健センター（市働

く婦人の家） 

レ主催 市体育協会、北五医師会（スポー 

ツ委員会） 

レ主管 市体育協会 

レ後援 市教育委員会 

レ申し込み先 市教育委員会内・市体育協 

会事務局（内線248番） 

レ申し込み締f刀 3 月 8 日（月） 

レその他 1）相談恥Iは、無料です。 

2 ）市体育協会事務局に申し込 

み書がありますので記入のう 

え提出して下さい。 

FAXて、も可。(F A X 番：号電多 

3192) 

9 平成 5 年 3 月1日 

   

    

児童手当の申請はお済みですか
0児童手当 を 受 給 で き る 人

3歳未満の児童を養育している方で、前年(1 

月から 5月までの月分については前々年)の収

入が一定の額未満の場合に受けられます。

3歳の誕生日
第 l子 平成 3年l月2日以後に生まれた児童 の属する月分

まで支給

平成元年 1月1日
4歳の誕生日

~平成元年12月31日生まれの児童
の属する月分
まで支給

第 2子 平成 2年l月l日 平成 5年12月
以降 ~平成 2年12月31日生まれの児童 分まで支給

3歳の誕生日
平成 3年1月l日以後に生まれた児童 の属する月分

まで支給

o児童手当の額 (月額)

第 1子 5，000円、第 2子 5，000円、

降 10，000円。

0請求の方法

児 童 手 当 認 定 請 求 書 を 提 出 し て 下 さ い 。 認 定

請求の翌月分からとなります。手続きが遅れま

すと、受けられる月分の手当が受けられなくな

ります。

0請求に必要な添付書類等

女印鑑、請求者の銀行等の口座番号

女年金加入証明書(請求者がサラリーマン等で

ある場合に提出)

大前住所地の市区町村長が発行する所得証明書

(本年 1月 1日に当市に住所がなかった人は、

前年分の所得証明書が必要です。ただし、 1

月から 5月までは前々年分)

大 そ の 他 必 要 と 思 わ れ る 書 類

。児 童 手 当 の 額 が 増 え る と き

現在、手当を受給している方が、出生などの

事由により支給の対象となる児童が増えたとき

には、「児童手当額改定請求書」の提出が必要で

すからご注意ください。

t>問 い 合 わ せ 市民課 (内線262・275)

第 3子以

農業者年金の現況屈を忘れずに

現在、農業者年金の経営移譲年金、及び、老

齢年金を受給している人は、 3月31日までに、

現況届を提出しましょう。

t>用紙の送付 毎年 2月、農業者年金基金から

直接本人あてに送られます。

じ〉証明と 確認 現況屈には、受給者の印のほか

市長の印と農業委員会長の印が必要です。市

役所の市民課、又は支所で、必ず、先に、生

存証明を受けてから農業委員会で確認、を受け

て下さい。

t>提出期限 3月31日。(提出されないと、年金

が一時、差止められます。但し、年金を受け

てから、一年を過ぎ、ていない人は提出の必要

はありません)

じ>問い合わせ 農協又は市農業委員会(内線246)

市
役
所
・
土
曜
閉
庁
の

お

し

ら

せ

市
役
所
は
、
平
成
五
年
二
月
二
十
七
日
か
ら
す
べ
て
の
土
曜

日
が
休
み
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
市
民
生
活
に
関
連
の
深
い
次
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
ど
お
り
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

西
北
中
央
病
院
、
小
・
中
学
校
(
毎
月
の
第
二
土
曜
日
を
除

く
。
)
、
ゴ
ミ
の
収
集
、
市
民
文
化
会
館
、
中
央
公
民
館
、
図
書
館
、

市
民
体
育
館
、
葬
斎
苑
、
消
防
署
な
ど
。

詳
し
く
は
、
ご
利
用
の
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

三基準卓三医主主目議韮臨是主圭
t>主管 市体育協会

t>後援 市教育委員会

じ〉申し込み先 市教育委員会内・市体育協

会 事 務 局 (内線248番 )

t>申し込み締切 3月 8日(月)

t>その他 1 )相談料は、無料です。

2 )市体育協会事務局に申し込

み書がありますので記入のう

え提出し て下さい。

FAXでも可。 (FAX番 号⑪

3192) 

スポーツ選手及び愛好者でスポーツ障害

や健康管理について専門家の指導助言を受

けたい方のために、次のとおりスポーツ医

事相談室を開設することになりました。

お気軽にご利用下さしミ。

t>日時 3月11日(木)、 18日(木)、 25日(木)

いずれも午後 3時~午後 5時

t>場所 市内新町市保健センター

く婦人の家)

じ〉主催 市体育協会、北五医師会

ツ委員会)

(市働

(スポー
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市
民
農
園
が
移
転
し
ま
す
 

収
穫
の
喜
び
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
開
園
し
て
お
り

ま
す
市
民
農
園
が
、
栄
地
区
か

ら
南
部
土
地
区
画
整
理
区
域
の

一角
（
湊
字
千
鳥
「
五）
に
移

転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
ご
利
用
し
て
い
た

だ
い
た
方
々
に
は
、
悪
路
ご
不

便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
し
た
 

が
、
新
農
園
地
は
風
当
り
も
少

な
く
、
緑
や
土
に
親
し
み
健
康

づ
く
り
の
た
め
、大
い
に
ご利

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
 

詳
細
に
つ
い
て
は
、後
日
広

報
ご
J
ょ
が
わ
ら
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
 

〈
農
林
課〉
 

．三車~室’寿買島晦車三二 

▽
と
 
き
 
平
成
五
年
四月
十

五
日
（木
）十
二
時
四
十
五
分
 

、
十
五
時
四
十
五
分
 

▽
と
こ
ろ
 
青
森
市
文
化
会
館

大
会
議
室
（
青
森
市
堤
町
一
 

西

ー
一
）
 

▽
内
 
容
 

・

記
念
講
演
 

横
浜
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
コ
 

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 

桜
 
井
 
陽
 子
 

主
唱
・
労
働
省
 

生
き
方
 
フ
り

ー
ス
タ
イ
ル
男
も
女
も
 

第
四
十
五
回
婦
人

週
間
 

青
森
県

婦
人

会
議

の
こ
案
内
 

婦
人
の
地
位
向
上
の
目
的は
、
各
人
が
個
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、
 

い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
の
でき
る
社
会
を創
造
す
る
こ
と
で
す
。
 

・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

県
内
講
師
三
名
予
定
 

▽
参
加
者
 
どな
た
で
も
（
性
 

別
、
年
齢
不
間
）
 

▽
入
場
料
 
無
料
 

▽
問
合
せ先
 
青
森
婦
人
少
年
 

室
（
青
森
市
新
町
ニ

ー
 
ー
 

一
一
五
 。
〇
一
七
七上
二
五
 

ー
一
〇
三
二
）
 

~ 

【
 

生活講座受講生募集 
◆料理教室 

1 ）春のおもてなし （心のこもった早春のおも 

てなしを） 

レ日時 3 月 9 日（火） 午前10時～正午まてネ 

3 月10日（水） 午前10時～正午まて、 

2 ）入学お祝い（お祝いを家庭料理で） 

レ日時 3 月16日（火） 午前10時～正午まて二 

3 月17日（オく） 午前10時～正午まて二 

①対象者は市内に住所を有するか、勤務先を有 

する婦人。 

②受講1叫は無酬斗て二す。（材料費は各自負担となり 

ますJ 
③定員は各 1 日16人です。 

④締切は定員になり次第、締切ります。 

⑤申し込み先及び間い合わせ先 

新町 イ動く婦人の家（廿35- 8898) 

津軽グルメ食べ放題、カラオケ、 

ラッキー抽選会、他に、もっとあるよーノ 

今春高校卒業のみなさん、 

地元就職者激励大会へ行こう！ 
レ日時 3 月11日（木） 午後 2 時～午後 4 日寺 

レ場所 五所川原市本町33 「五松苑」 

レ内容 激励のことば、津軽グルメ食べ放題、 

カラオケのど自慢、 ラッキー抽選会、他 

レ参加費 無恥I 
レ申込み及び間い合わせ先 

五所川原地区雇用対策協議会 

五所川原市字敷島町一37-7 ft35-2554 
※参加者全員にゴールド、テレカ等の記念品も 

あります。 

主催 五戸斤川原地区雇用対策協議会 

後援 五所川原ili、五所川原公共職業安定所、 

五所川原商工会議所 

平成5年度固定資産の確
認は課税台帳の縦覧でノ 
縦覧とは、固定資産（固定資産税、都市計画

税）の課税の基礎となる価格等を、納付一書をお

送りする前に、あらかじめ所有者に確認してい

ただくため、期間（20日間） を設け、課税台帳

を無料でご覧いただく制度です。 縦覧期間以外

でもご覧になれますが、有半斗となります。 

ご覧になった事項及び価格などに不服がある

場合には、 3 月31日までトの‘間に、固定資産評価i 

審査委員会に審査の申出をすることができます。 

特に、昨年中に家屋を新・増築されたり、土

地を取得された方は必、ず縦覧しましょう。 

1.縦覧の期間 

平成 5 年 3 月 1 日（月）から平成 5 年 3 月22日（月） 

（土曜・日曜・祭日は除きます。 なお、今年

は縦覧期間の最終日が祭日のため、 3 月22日

まて各となりますJ 
2．縦覧の場所 

五所川原市役所 3 階 財政部税務課内 

D間し、合わせ 税務課（内線201・206) 

自動車（軽自動車《四輪車》）の名儀変 

更・廃車手続き・車検はお早めに, 
てるきるだけ 3 月20日以前にお,願いします。 そ 

の後は混雑がひどく、半日がかりも予想されます。 

レ受付 8 : 45-12 : 00 13 : 00-16 : 00 

レ場所 東北運輸局青森陸運支局 

青森市大字浜田字豊田139-13 

廿 0177-39- 1503 

（軽自動車）軽自動車検査協会青森事務所 

青森市大字浜田字豊田129-2 

か 01 77一39一6568 

平成 5 年 3 月1日 10 
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主
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平成5年度固定資産の確
認は課税台帳の縦覧でy

生活講座受講生募集

縦覧とは、固定資産(固定資産税、都市計画

税)の課税の基礎となる価格等を、納付舎をお

送 り す る 前 に 、 あ ら か じ め 所 有 者 に 確 認 し て い

ただくため、期間 (20日間)を設け、課税台帳

を無料でご覧いただく制度です。縦覧期間以外

でもご覧になれますが、有料となります。

ご覧になった事項及び価格などに不服がある

場合には、 3月31日までの聞に、固定資産評価

審査委員会に審査の申出をす ることができます。

特に、昨年中に家屋を新 ・増築された り、土

地 を 取 得 さ れ た 方 は 必ず縦 覧し ま しょう。

1.縦覧 の期間

平成 5年 3月 1日(月)から平成 5年 3月22日(月)

(土曜・ 日曜 ・祭 日は 除き ます。なお、今年

は縦覧期間 の最終日が祭日のため、 3月22日

までとなります。)

2.縦 覧 の場所

五所川原市役所 3階

1>問い合わせ 税務課

自動車(軽自動車〈四輪車})の名儀変
更・廃車手続き・車検はお早めにY
で き る だ け 3月20U以前にお願いします。そ

の後は混雑がひどく、半日がかりも予想されますo

b受付 8 : 45-12 : 00 13: 00-16 : 00 

じ〉場所 東北 運輸局青森陸連支局

青森市大字浜田字 豊田139-13

ftOl77-39-1503 

(軽自動車)軽I1動車検査協会青森事務所

青森市大字浜田字豊田129-2

宮 0177-39-6568

. 料 理教室

1 )春のおもてなし

でなしを)

1>日時 3月 9日ω 午前10時~正午まで

3月10日(水) 午前10時~正午まで

2 ) 入学お祝い (お祝いを家庭料理で)

1>日時 3月16日仇) 午前10時~正午まで

3月17日(水) 午前10時~正午まで

① 対 象者は市内に住所を有するか、勤務先を有

する婦人。

②受講料は無料です。(材料費は各自負担となり

ますJ
③定員は各 1日16人です。

④締切は定員になり次第、締切ります。

⑤ 申し込み先及び問い合わせ先

新町働く婦人の家(宮 35-8898)

(心の こもった早春のおも

財政音1I税 務 課 内

(内線201・206)

「 津軽クjぶ 食え放題、カラオケ-、 1 
1 ラッキー抽選会、他に、もっとあるよー/

! 今春高校卒業のみなさん、
1 地元就職者激励大会へ行こう f
lb日時 3月間附午後 2Hト午後 4時

[>場所 五所川原市本町33'五松苑」

NI 1>内容 激励のこ とば、津軽グルメ食

目 カラオケのど自慢、ラ y キー抽選会、他

':1 [>参加費 無料

ii! [>申込み及び問い合わせ先 111 

1 五所川原地区雇用対策協議会 ;: 

!II 五所川原市字敷島町37-7 ft35-2554 111 

~I ※参加者全員にゴールド、テレカ等の記念品も 1
1 あります。 :l 
li; 主催 五所川原地区雇用対策協議会 '1 

~I 後援 五所川原市、五所川原公共職業安定所、 ::l

Hi 五所川原商工会議所 "1 

b~盟主旦~~~~:~.正~，~，，"~，:0F 'F-:_...:~:c.E 苫"".. ~""..~""，c)ll 
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交通安全は家庭から 	× 

塞週郵故認観 
（平成 5年 2 月20日現在） 

五所川原市交通安全対策協議会 

蕪―喜り璽一＝ 五所川原糞賛内 
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（ 内は前年対比。 

× 	 シートベルト しめる心が身を守る 

/ 

	ノ 

, 

みんなの健康教室 
レ日 時 

3 月26日（金）午後 1日寺 

レ場 所 

市保健センター 

レ講 師 

葛西昭雄先生（葛西薬局店主） 

レテーマ イ建康と薬 

）主 催 北五医師会・市保健協議会 

	  G、，旦！加み‘ 

1 
患者さんの作品を展示します I 一

g
ロA
 

,
J
 ●
・
ノ
 

西オ七中央病院精神科 I 西北中央病院精神科 

献血 

期 日 時 	間 場 	所 

3月10日 

（水） 

午前10時から 
午前11時30分まで 

コミュニテイセンター 
し き し ま 前 

（赤十字奉仕団 
五所川原分団協賛） 

午後 0時30分から
午後 2時30分まで 

東北電力 

五所川原営業所前 

午後 3時から 
午後 4時まで 

松島町 
五所川原温泉ホテル前 

作業療法の作品です。 

多数のおいでをお待ちしています。 

ン日 時 3月11日 

A.M9 :OO-PM4 :00 

レ場 所 市働く婦人の家1階ロビー 

＞展示品 陶器、松かさ細工、革細工 

布巾、手芸ほか 

＞間い合わせ 合35-3111 （内線259) 

山田 

動A且，●a』 ・‘ 

11 平成 5年 3月1日 

ン対 象 者 成分献通1者 

レ所要時間 5 -10分程度（測定のための別室

を設けます） 

レ心電図検査を省略できる条件 

〔年齢が40歳未満の場合〕 

下記の間診事項に該当がなく、成分献血を

実施しても支障がないと検診医師が半I」断した

場合。 

[40歳以上の場合〕 

過去1年以内に心電図を含む健康診断等を

受診しており、 なおかつ下記の問診事項に該

当がなく、成分献血を実施しても支障がない

と検診医師が判断した場合。 

《間診事項》 

◇健康診断等で異常が指摘されたことがある。 

◇時々、立ちく らみ又は卒倒することがある。 

◇胸部、特に心臓に痛みや圧迫感を感じること

カある。 

◇脈が不規則に打つことがある。 

◇理由もなく時々、強い動I犀がすることがある。 

◇坂道や階段の昇降に相lの人より早・く息切れす

ることカある。 

心電図測定検査の実施について、 ご理解とご

協力をお願いいたします。 

交通災害共済に 

家族そろって加入しましょう 

会費】1 人年間350円 

＊共済期問 平成 5年 4 月1日～平成 6年 3 月31日 

＊加込申込 ただいま予約受付中 

＊受付窓口 市役所民生部総合サービス課又は、市 

役所各支所 

※詳しくは、市役所民生部総合サービス課 

（内線281・282) 

4月より成分献血の際、該当する方に 

対して心電図測定検査を追加で実施 

..，.._s--

弥生

市役所岱35-21 ，1，・

望里U
期日 百寺 間 場 所

コミュニティセンター
午前10時から しきしま前
午前11時30分まで (赤十字奉仕団

3月10日
五所川原分団協賛)

(本) 午後 0時30分から 東北電力

午後 2時30分まで 五所川原営業所前

午後 3時から

午後 4時まで 五所川原温泉ホテル前

みんなの健康教室
1>日 日寺

3月26日後)午後 1時

1>場 所

市保健センタ-

P講 師

葛西昭雄先生(葛西薬局庖主)

1>テーマ 健康と薬

1>主 催 北五医師会 ・市保健協議会

r;;おぶぶi子!
西北中央病院精神科

作業療法の作品です。

多数のおいでをお待ちしていますo

I :日時 3月11日
刷 9: OO~ PM 4 : 00 

b場所 市働く婦人の家 l階ロビ-

b展示品 開器、松かさ細工、革細工

布巾、手芸ほか

b問い合わせ ft35-3111 (内線259)

山田

凶担る迫電

11 平成 5年3月1日

【""

4月より成分献血の際、該当する方に
対して心電図測定検査を追加で実施

1>対象者成分献血者

1>所要時間 5 ~10分程度(測定のための別室

を設けます)

1>心電図検査を省略 できる条件

〔年齢が40歳未満の場合〕

下記の問診事項に該当がなく、成分献血を

実 施 し で も 支 障 が な い と 検 診 医 師 が 判 断 し た

場合。

[40歳以上の場合〕

過去 1年以内に心電図を含む健康診断等を

受 診 し て お り、なおかつ下記の問診事項に該

当 が な く 、 成 分 献血 を 実 施 し で も 支 障 が な い

と検診医師が判断した場合。

〈問診事項〉

0健康診断等で異常が指摘されたごとがある 0

0時々、立ちくらみ又は卒倒することがある。

O胸部、特に心臓に痛みや圧迫感を感じること

カfある 0

0脈が不規則に打つことがある。

。理由もなく時々、強い動惇がすることがある 0

0坂道や階段の昇降に他 の人より早く息切れす

ることカfある。

心電図測定検査の実施について、ご理解と ご

協力をお願いいたします。

交通安全は家庭か、

県 内 五所川原市管内

発生
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(-2 1) (-1 5) 

8 1 
死者 (0 ) (+ 1) 

{集者
1 . 1 9 5 4 3 
(十 39) (-1 9) 

ンー トベルトしめる心が身を守る

交通災害共済に
家族そろって加入じまじよう

会費:1人年間350円

*共済期間 平成 5年4月1日~平成 6年3月31日

*加込申込 ただいま予約受付中

牢受付窓口 市役所民生部総合サービス諜又は、市

役所各支所

※詳しくは、市役所民生部総合サービス課

(内線281・282)



従来の投票所を次のとおり、一部変更並びに増設いたします0 市民の皆さんのご協力をお願い 

します。 

〇お間い合わせは、五所川原市選挙管理委員会事務局（n⑩21 11番内線327, 329番）へどうぞ。 

〇あなたの投票所は次のとおりです。（事前に確認しておきましょう。） 

※太字は、投票所の変更並びに増設した部分です。 
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字
松
元
）
、字
蘇
鉄
、
大
字
田
川
、
大
字
長
橋
字
広
野

（
一
 

大
字
小
曲
 

町
、
字
末
広
町
、
字
錦
町
、
字
幾
島
町
 

字
旭
町
、
字
川
端
町
、
字
柳
町
、
字
岩
木
町
、
宇
柏
原
 

字
東
町
、
字
布
屋
町
、
字
寺
町
、
字
大
町
、
字
本
町
、
 
 

区
 

域
  

25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 
投
票
区
 

梅
沢

コ
ミ
ュ
ニ
 

テ
イ
セ
ン
タ

ー
  

前
田
野
目
分
館
 

五

所

川
原
市
 

公
 

民
 

館
 

セ高 

ン野 

タ文 

~化 

ハ
 
ウ
ス
原
子
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
 

毘
沙
門

・
長
富
 

セ
ン
タ

ー
  

松
ケ
丘
児
童
館
 

セ
ン
タ
ー
三
好

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

セ
ン
タ
ー
飯
詰

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

セ
ン
タ
ー
長
橋

藻

川
小
学

校

五
所
川
原
市
立
 

高
瀬

集
会
所
 

松
島
 
会
 

館
 

五
所
川
原
市
立
 

一
野
坪
小
学
校
 

投
 
票
 
所
 

大
字
梅
田
、
大
字
中
泉
 

大
字
前
田
野
目
 

大
字
高
野
、
大
字
持
子
沢
 

大
字
原
子
、
大
字
羽
野
木
沢
、
大
字
俵
元
 

大
字
毘
沙
門
、
大
字
長
富
 

大
字
松
野
木
、
大
字
戸
沢
 

字
浅
井
 
大

字
藻
川
 

大
字
飯
詰
、
大
字
下
岩
崎
 

大
字
鶴
ケ
岡

（
大字
高
瀬
の
一
部
）
 
 

大
字
野
里
、
大
字
神
山
、
大
字
福
山
、
大
字
豊
成
、
大
 

大
字
高
瀬
 

松
島
町
（
一
丁
目
ー
八
丁
目
）
、田
園
町

（字
鳥
森
三
九
 

番
地
、
 一
二
八
番
地
）
、
 （
大字
吹
畑
字
藤
巻
一
三
〇

ー
  

一
五
〇
番
地
）
、（
大字
石
岡
字
藤
巻

一
一
ー
六
八
番
地
）
 
 

太
刀
打
 
大

字
一
野
坪

（
石
畑
、中
村
、
前
落
）
、大
字
漆
川
（
十

川
町
、
大
字
漆
川
字
鍋
懸
七
七
ー
一
三
一
番
地
）
、大
字
 

巨
 
域
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三 層重重璽霊童手昌三事種主主霊埜三
従来の投票所を次のとおり、一部変更並びに増設いたします。市民の皆さんのご協力をお願い

します。

0お問い合わせは、五所川 原市選挙管理委員会事務局(宮⑮ 2111番内線327、329番)へどうぞ。

0あなたの投票所は次のとおりです。 (事前に確認しておきましょう 。)

※太字は、投票所の変更並びに増設した部分です。

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 1区3 

セコ 沖五 セコ 栄五 第五 コ 森 壬 富 中 コし 農 市 J量
ンミ 飯所 ン ζ 所 コ所 セミ ア士 央

、、
ヰサ 民

タユ
詰原市!立11 

タユ ノj、JlI
示川 ンユ の 4県 公

セ ユき 婦 文 禁

校学 需立
守、，与 原 タニ ンコ /ニし 人 化

松島テイ 校学
中テ

校市立
|テ タミ 民 タテ の d耳k 

所
)11イ 栄イ 家 lユ 館 | イま F君4匹』 司 館

金字大字
飯大子沖

弁大字長 ，姥大子~ 広大子
み

)部字松4く1若定
蓮字沼 字栄田I

生 字 五三七森(字 大 町 字字
と 町一 、のの、さ上 千，F晶j、、 、旭東

山吹 冗 一 ソ、 若九十字つ平 字 町 町
、畑 橋 洛 回 町 可字新宮 T 

、
谷 葉、ー敷き井 幽 末

圭開土口
、

字 目 平字
、

三六 、島田I町 広 字字
( 、

広字
稲大子実

大子 蘇鉄町三1 
和八 言 丁の七回I 町 端川布 区

桜大子
丁 、町く重菊

目 三 の 、 東 字 屋
里子 七 目

ギ字芭蕉 丁

森 一 、十若雲 中 字 町町
ツ 字、 、

番六 二 葉 町 平 錦
、、

回
藤子島

館 )¥ 字 全目 不字 * 
、の 、ー可井 町 字字

水大子 大 大子j奏

、
了 回 I或

住魚田田T 下 卜四十丁大岡T 、柳寺

梅大子
自 川 ( コ 、=目字 字 回I町

野尾字石岡
) 、

主子字新宮大f.eし

、
被 番 六 番 一長字 幾

大子 子新
、

の 、番橋下平 島 字字
回 長 第 鎌Fチ‘『 六 若 、 字 町 岩大

性玲臣、{ 漆大子
)11 ( 橋 3 田I 、葉 二 橋チl' 木 町 t或
山

広{子 (宝向投芭豆呈
、

谷 六 二番 元 町 田I
、

音11 { 子フE 町 の丁日 七 字 本子JlI 大
) 

、
七の字字、

字種 空同長 田I F子弥'" 、一八 幾 雛 柏 町
大 十番、世田 原

25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 器区

テ 梅 前 公五 セ官rci円 ノ、コ コ箆 松 セコ セコ 淡 五 セコ 高 松 一 五
投

イ沢 回 所 ン里子 ウミ ミ沙 ケ ンミ ンミ )11所 ンミ i頼 島
里子所

セコ 里自子 民川 スーユ セユ 1"] 丘 タユ タユ ノj、)11 タユ
集

坪 )11 百事

ンミ タ文 ンニ . Jl目し "原 ぷ耳〉、 小原
.;;.j， 

'一'1'T ー
2込

タユ
分館館原市

タテ長 重 長テ 飯テ 字 市 ニア Z三 学市 所
|化 子イ l イ宮 館 橋 イ 詰イ 校立 好イ 所 官官 校 立

栂大子 大子前 大子rロ円 大子原
j大子毘少

松大子
字大子

大子飯
大 大 大 一 番 松島 太 川 大

I{ 子ー・S・長- 鶴字 { 子品 五地 刀田T字
浅井野 。 、町 打 、ー

回 回 里T 子 里T 里 三ロ土口 )11 ケ 瀬 番 ー ( 大里子
、

里子
、 、

r~ 木 阿 地 二 一 字 坪
大 目

持大子
大

、 、
大 大 可八丁 漆 ( 区

字泉中 字;J;J 
官大子長

大，子~ 神子 字下
大子i頼

喜藤石岡字重? 
川石
字 畑

子 野木 戸沢 1.11 岩 可 八 鍋
I尺 由奇 ( 丁 懸中

沢
福大子

の 大子目 七村、
一 七

依字大
昔日 巻吹田 1前

山
) 

一 畑 図 一 泊、
一藤字 町

一ー ) 、

7c 大

上 巻手烏森
番一字大

域

字盤 ノ、 t也漆
成 八 一 、く川

番地六〉ー三 大(
大 ~ ¥ JL 字十
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